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紳
誕
毒
丈
書
に
就
い
て
（
斜
懸
）

第
二
牽
識
巷
　
纂
…
號

九
〇

紳
護
寺
交
書
に
就
い
て

田

井

魯

五口

一

　
昇
藤
寺
文
漱
闘
は
、
臨
で
に
明
治
の
初
め
、
本
身
修
愛
局
に
於
て
採

訪
さ
れ
、
明
治
二
十
年
に
出
版
さ
れ
た
炭
徴
墨
費
に
は
、
源
頼
朝
、

43

ｭ
子
、
梶
原
景
時
、
丈
撮
上
人
の
書
炊
が
牧
め
ら
れ
て
居
る
。

次
い
で
明
治
二
＋
九
年
に
出
版
さ
れ
た
徴
書
丈
書
甲
集
に
も
、
そ

の
一
部
が
牧
め
ら
れ
、
更
ら
に
近
年
刊
行
さ
れ
て
居
る
大
口
本
輿

料
に
も
亦
、
採
録
さ
れ
て
居
る
も
の
が
少
な
く
な
い
。
既
で
に
こ

れ
等
に
於
て
、
紳
護
寺
文
書
の
一
班
は
、
磁
界
に
紹
・
介
さ
れ
て
暦

る
の
で
あ
る
が
、
未
だ
そ
の
杢
部
が
一
般
の
利
用
に
供
せ
ら
れ
る

と
こ
ろ
康
で
に
は
董
っ
て
居
な
い
。
今
回
、
京
大
國
籏
研
究
窒
に

於
て
影
篇
本
を
作
成
す
る
に
趨
り
、
　
一
通
り
の
整
理
が
出
來
上
っ

た
の
で
、
紬
晶
護
寺
交
野
同
の
下
部
を
印
刷
に
付
し
、
　
一
般
の
利
用
に

供
し
や
う
と
す
る
の
で
あ
る
。

　
從
來
の
融
赫
護
寺
丈
厩
尉
は
、
錯
簡
が
多
か
っ
た
が
、
今
団
の
整
理

で
は
、
能
う
る
…
限
り
訂
正
を
試
み
た
。
叉
年
次
未
詳
の
も
の
も
…
数

多
く
あ
っ
た
が
、
乎
が
か
の
の
存
す
る
限
り
考
蘇
糊
し
、
年
代
頗
に

配
列
す
る
様
努
力
1
4
た
。
及
ば
な
か
っ
た
黙
は
、
今
後
、
同
…
學
諸
氏

「
の
郷
軍
疋
に
よ
り
、
訂
爪
す
る
機
＾
曾
を
得
た
い
と
思
っ
て
居
る
。

二

　
榊
赫
護
寺
の
草
創
は
、
和
訳
溝
麿
の
融
町
願
寺
の
建
立
に
由
益
す
る
。

和
事
清
麿
ぱ
、
麺
．
謄
年
中
（
十
二
年
以
前
）
紳
願
寺
を
建
立
し
た
が
、

天
長
六
年
に
至
り
、
そ
の
子
鳳
呉
綱
は
上
表
し
て
、
愛
顧
寺
の
敷
地

が
汚
繊
で
壇
場
に
適
さ
ぬ
故
に
、
神
魂
寺
の
算
額
寺
た
る
を
止
め

て
、
同
じ
く
和
氣
氏
の
建
立
に
係
る
高
雄
寺
を
新
に
定
額
寺
と
し
、

痛
事
國
灘
眞
言
寺
と
命
名
せ
ん
こ
と
を
請
ふ
と
こ
ろ
が
あ
っ
充
。

こ
れ
よ
り
先
延
暦
二
十
一
年
、
最
澄
は
高
雄
寺
に
予
て
、
法
華
大

（90）



＾
曾
を
修
し
、
弘
仁
三
年
・
に
冤
っ
て
、
空
灘
も
亦
高
雄
寺
に
於
て
、

最
澄
以
下
に
難
し
金
轡
界
・
胎
藏
界
、
の
素
点
郡
の
灌
頂
を
行
っ
た
。

爾
來
鴬
寺
は
、
隠
二
言
秘
密
灌
頂
根
本
道
場
と
し
て
、
殺
界
に
重
き

を
な
す
に
至
っ
た
。

　
塞
海
に
次
い
で
翼
済
が
當
寺
を
管
し
、
そ
の
闇
紳
腰
越
の
規
摸

は
大
い
に
惣
山
つ
旋
が
、
後
議
…
繊
謁
し
、
殊
に
両
鶴
粥
院
の
稗
隣
一
、
久
安

五
年
、
　
一
山
壌
鴻
…
の
厄
に
曲
遭
ぴ
、
古
く
よ
り
徳
は
る
寺
賓
も
所
々

に
散
戯
し
た
。

　
文
星
の
榊
護
寺
復
興
は
、
仁
安
三
年
に
蹴
る
。
仁
安
三
年
秋
の

．
頃
、
紳
蹴
艇
寺
に
北
瀕
で
た
丈
乱
軍
は
、
八
幡
大
陰
口
薩
　
の
御
願
で
あ
り
、

漱…

@
大
師
の
蒜
旧
跡
で
謝
の
る
一
岬
隠
勢
し
守
が
痛
…
く
荒
瞬
腿
し
て
厨
酬
る
の
を
門
見

て
、
復
興
の
大
願
を
妬
し
、
欝
ら
草
庵
を
結
ん
で
居
住
し
、
復
興

に
努
力
す
る
と
こ
ろ
が
あ
っ
允
。
併
し
文
畳
の
濁
力
を
以
て
は
如

．
何
と
も
し
難
か
っ
た
の
で
、
承
安
三
年
四
月
、
丈
畳
は
後
白
河
院

の
法
佳
寺
殿
に
参
の
、
干
石
庄
の
御
寄
蓬
を
所
鍵
し
た
が
、
院
の
御

一
丁
函
谷
を
繰
四
る
こ
と
は
繊
來
・
な
か
つ
控
。
情
…
満
心
の
隔
鴨
り
厩
習
々
の
｝
細
君

を
吐
い
た
文
髭
は
、
北
面
の
武
士
に
捕
へ
ら
れ
て
橡
非
違
使
に
下

さ
れ
、
や
が
て
伊
寛
國
に
配
流
さ
れ
る
こ
と
に
な
つ
疫
。
治
承
二

紳
謹
毒
交
勲
舞
に
就
い
て
ハ
絹
井
）

年
、
赦
さ
れ
て
紳
護
寺
に
還
住
し
た
が
、
笹
葺
元
年
に
至
り
、
後

白
河
院
の
蓮
華
王
院
御
幸
の
時
、
郷
堂
の
内
陣
に
遜
・
滲
■
し
て
、
警

護
寺
復
興
の
爲
め
に
庄
園
を
御
寄
進
あ
ら
ん
こ
と
を
請
ひ
奉
っ

た
。
今
回
は
後
白
河
院
の
許
容
し
給
…
ふ
と
こ
ろ
と
な
り
、
こ
鼠
に

矯
激
寺
復
興
は
緒
に
就
く
こ
と
に
な
つ
允
。
こ
れ
よ
の
先
紳
野
眞

講
評
は
、
そ
の
簑
藤
原
泰
通
吉
寄
警
墾
み
た
が
繁
、

嚢
二
年
に
は
桔
肇
、
葉
三
年
に
は
宇
都
庄
藩
、
吉
窟

庄
蘂
、
足
守
庄
、
票
庄
が
夫
審
警
発
。
元
贋
輩
に
は
、

金
泥
国
界
暴
羅
が
纏
墨
書
予
備
窺
顎
下
、
暴
讐

三
一
し
て
居
た
慨
嘆
庄
も
亦
、
憩
脚
護
寺
の
腸
管
目
に
齢
し
た
。
丈
面
覚

の
こ
の
．
域
功
の
募
…
に
は
、
恐
ら
く
’
頼
蛆
…
の
支
持
が
あ
っ
た
の
で
あ

ら
う
。
丈
削
覚
と
紹
似
翻
…
と
の
山
父
渉
は
、
文
畳
が
伊
豆
剛
堅
一
中
紹
脇
朝
の

雛
下
蔭
籠
を
と
に
姶
撫
譲
謙
致
、
葉
書
の
聞
は
極

め
て
緊
密
と
な
り
、
頼
朝
の
蹄
依
に
よ
っ
て
愛
読
の
威
光
は
天
下

に
識
す
る
と
云
は
発
議
で
あ
っ
た
潮
曇
デ
価
溶
。

　
紳
護
憲
の
復
魁
ハ
は
、
　
か
く
て
漸
く
紅
皿
麗
に
乖
バ
リ
、
丈
》
総
六
年
二

、
月
に
は
繍
洗
熊
寺
金
…
堂
…
の
常
燈
始
一
が
あ
り
、
後
由
湖
院
は
親
し
く
臨

幸
し
て
燈
火
を
織
じ
云
ふ
織
で
に
至
つ
疫
壕
。
然
る
隻
畳
は
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
洲

簾
州
瞬
牽
幽
雅
　
第
一
號

九
…
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紳
士
静
丈
欝
に
就
い
て
（
照
井
〉

頼
朝
の
波
後
聞
も
な
嚢
蕉
治
尤
年
二
月
、
源
逓
親
の
陰
諜
に
は
か
「

ら
れ
、
繍
…
へ
ら
れ
て
繍
楓
非
4
轍
　
使
に
皿
摂
け
・
ら
れ
允
。
次
い
で
矩
治
一
兀

年
三
封
、
佐
渡
國
へ
劇
流
さ
れ
た
が
、
建
仁
二
年
十
ニ
ー
3
、
激
さ

れ
て
再
び
京
師
　
に
召
麟
さ
れ
充
。
元
久
二
年
・
、
叉
も
や
封
馬
國
に

鯨
～
流
さ
れ
、
…
逐
ひ
に
銀
西
で
命
を
絡
っ
て
層
…
る
。

　
丈
照
覚
の
生
。
涯
↑
は
、
か
く
の
如
く
液
訓
㈱
の
あ
る
生
涯
で
あ
っ
か
爲

め
に
、
榊
護
寺
の
復
興
も
、
発
威
す
る
と
こ
ろ
乗
で
は
行
か
す
、

文
膵
廻
の
繭
転
子
上
野
の
時
に
至
っ
て
、
鮪
…
め
て
完
晶
言
論
見
た
の
で
あ

る
い

三

　
さ
て
今
園
印
刷
に
付
す
る
榊
護
寺
丈
書
は
、
総
脚
数
一
一
七
四
通

に
達
す
る
が
、
先
づ
こ
の
翻
心
卿
の
紳
護
寺
復
興
時
代
の
も
の
が
最

初
に
謝
る
。
尤
も
榊
野
翼
國
夏
隣
係
の
も
の
で
、
六
†
安
朝
末
期
の

年
號
を
有
す
る
も
の
が
あ
る
が
、
そ
れ
は
、
泰
通
が
神
野
眞
國
庄

を
擁
護
出
寸
に
窃
嘱
し
へ
ん
縛
、
晶
轡
…
野
甲
膜
国
隅
庄
に
訓
剛
へ
ら
れ
て
融
脚
護
寺

に
入
ド
つ
だ
も
の
と
考
へ
ら
れ
る
い

　
ぐ
れ
に
繕
蝋
い
て
、
文
賄
覚
の
”
弟
子
王
㎜
覚
の
も
の
が
承
る
、
丈
…
覚
の

蟷
瓢
十
誠
巻
　
第
…
號

九
二

∴
弟
子
と
し
て
は
、
明
衷
㎜
房
｛
麟
麟
眉
の
名
は
蔚
閣
…
し
て
騰
る
が
、
上
㎜
覚

房
行
慈
の
名
は
未
だ
過
り
知
ら
れ
て
屠
な
い
の
で
、
榊
護
寺
丈
書

印
刷
の
機
工
に
、
併
せ
て
上
足
卿
房
行
慈
の
こ
と
を
簡
羅
に
紹
介
し

度
い
と
思
ふ
い四

　
王
覧
房
宥
繭
慧
に
凝
し
て
は
、
寺
門
に
文
麗
の
脇
嗣
子
で
、
明
響
患
の

伯
一
叔
に
漁
る
と
薄
へ
ら
れ
、
元
賞
ゐ
樺
堂
旧
硬
膏
の
記
覇
獣
も
亦
馬
こ
の
寺

」
傳
を
隔
裁
鯉
隅
し
て
居
る
。
明
詣
愚
の
出
霞
に
關
し
て
は
、
湯
」
淺
三
悪
に

就
い
て
一
見
る
に
、
湯
淺
｛
承
重
の
第
四
女
に
、
明
　
息
上
入
懸
と
の
注

詑
が
あ
砂
馬
叉
山
尚
山
寺
明
｛
患
上
入
行
歌
　
上
に
も
、
湯
淺
｛
示
重
の
第

西
女
が
、
高
倉
院
武
者
漸
築
重
園
に
嫁
し
て
、
明
恵
を
生
ん
だ
こ

と
が
記
述
さ
れ
て
属
…
る
。
と
こ
ろ
が
湯
淺
系
闘
に
は
、
上
露
の
名

を
逸
し
て
居
る
の
で
、
面
隠
や
語
漏
了
辞
書
口
等
の
記
一
八
に
就
き
疑
㎜
問

の
節
が
存
せ
ぬ
で
は
な
か
っ
た
、
然
る
に
心
々
抄
の
早
治
鳳
の
勃

｛麓

ﾉ
關
す
る
詑
沐
〃
に
よ
っ
て
、
引
勘
淺
｛
示
甫
串
の
息
に
上
蝿
の
存
す
る

こ
と
が
確
め
ら
れ
、
寺
徳
や
元
亨
臨
書
等
の
記
載
の
譲
の
な
い
こ

と
が
立
雛
せ
ら
れ
元
。
愚
管
抄
魅
五
に

（　9L）　）



融
解
凹
嶋
清
盛
ハ
太
鴬
窄
大
武
ニ
テ
右
u
ケ
ル
ガ
、
熊
野
謡
醐
ヲ
シ
タ
リ

ケ
ル
闇
…
ニ
コ
ノ
　
事
ド
モ
ヲ
バ
、
シ
繊
シ
テ
有
ケ
ル
ニ
、
清
成
皿
ハ

イ
マ
。
ク
参
り
ツ
カ
デ
、
フ
タ
ガ
ハ
ノ
惚
惜
ト
云
ハ
タ
ノ
ベ
ノ
宿
…
ナ

リ
。
ソ
レ
ニ
ツ
キ
タ
リ
ヶ
ル
誤
審
ク
リ
キ
ハ
シ
リ
テ
、
カ
、
ル

事
｛
黒
二
繊
キ
タ
リ
ト
告
ケ
レ
バ
、
コ
ハ
イ
カ
寸
セ
ン
ズ
ル
ト
田
ゆ

　
ヒ
煩
ヒ
テ
ア
リ
ケ
リ
。
子
ド
モ
謀
ハ
織
立
削
守
基
腕
皿
ト
、
十
三
二

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
リ

　
ナ
ル
淡
路
｛
町
｛
承
盛
ト
、
侍
十
五
人
置
ヲ
ゾ
具
シ
タ
リ
ケ
ル
“
是

　
ヨ
リ
彫
心
ツ
ク
シ
ザ
マ
ヘ
や
弗
洛
テ
、
勢
ツ
ク
ベ
キ
ナ
ン
ド
云
へ

　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　

ヘ
　
　
ヘ
　
　

ヘ
　
　

ヘ
　
　

ヘ

ド
モ
、
湯
淺
ノ
構
守
ト
鼠
テ
宗
重
ト
云
紀
伊
國
二
武
者
ア
リ
、

　
タ
シ
カ
ニ
三
十
七
騎
ゾ
有
ケ
ル
、
ソ
ノ
時
二
見
キ
勢
一
＝
ア
タ
ぐ

　
ヲ
ハ
シ
マ
セ
、
京
ヘ
ハ
入
レ
参
ラ
セ
ナ
ン
ト
云
ケ
リ
。
熊
野
ノ

門
島
ハ
サ
ブ
ラ
イ
ノ
数
ニ
ハ
エ
ナ
ク
テ
、
鎧
七
島
ヲ
ゾ
弓
矢
マ

　
デ
皆
【
具
〔
タ
ノ
モ
シ
ク
ト
リ
出
テ
、
サ
ウ
ナ
ク
ト
ラ
セ
タ
リ
ケ
リ
。

　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　

へ

　
叉
ウ
不
霊
が
子
ノ
十
三
ナ
ル
が
胃
痛
ノ
小
藩
婆
巷
ノ
有
ケ
ル
ヲ
ゾ
ウ
不

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ち
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ
　
　
も
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

　
盛
ニ
ハ
キ
セ
タ
リ
ケ
ル
。
ソ
ノ
子
ハ
交
擁
覚
が
一
具
ノ
上
㎜
覚
ト
云

　
ヘ
　
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ

　
ヒ
ジ
リ
ニ
ヤ
。
代
宵
ヲ
立
テ
参
モ
ツ
カ
ヂ
、
ヤ
ガ
テ
十
一
一
月
十

　
七
隈
二
山
以
へ
入
ニ
ケ
リ
Q

と
あ
る
。

紳
護
轟
り
丈
漁
欄
に
就
い
て
ハ
田
藤
9

　
上
　
覚
が
交
．
警
め
蜜
に
入
っ
た
の
は
極
め
て
皐
く
、
支
．
畳
が
始
め
．

て
紳
護
寺
に
居
佳
し
た
時
、
上
髭
は
道
勝
房
と
共
に
丈
罷
に
随
逐

し
た
と
あ
る
か
ら
藩
、
恐
ら
く
は
萎
三
年
の
重
か
患
は

れ
る
Q
後
に
は
璽
嚇
覚
．
阿
閣
梨
も
來
佐
1
／
、
こ
の
爾
三
入
が
、
丈
畳

の
意
中
を
智
弟
子
と
な
っ
た
の
で
あ
る
蕪
．

毒
は
、
嚢
に
準
二
人
毒
L
瓶
璽
・
と
も
「
暴
蹴
・

通
之
人
、
爲
大
凶
人
」
腱
夙
晒
、
と
も
云
は
れ
、
叉
愚
管
抄
出
六
に

　
　
　
　
　
　
　
　
【
　
　
　
　
　
P

は
「
・
文
墨
・
ハ
行
一
ハ
ア
レ
ド
學
ハ
ナ
キ
上
人
ナ
リ
。
ア
サ
マ
シ
ク
入

ヲ
ノ
リ
悪
欝
ノ
春
ニ
テ
入
ニ
イ
ハ
レ
ケ
リ
。
」
と
云
は
れ
て
居
る
様

に
、
極
め
て
性
格
の
激
し
い
入
で
あ
っ
た
。
上
畳
も
亦
可
域
り
彊

い
性
格
を
持
っ
て
居
た
こ
と
は
、
数
々
の
書
欺
・
か
ら
推
測
す
る
こ

と
が
毘
來
る
が
、
一
方
實
際
的
な
手
腕
を
も
備
へ
て
お
り
、
紳
護
寺

復
魁
ハ
に
當
っ
て
は
、
よ
く
交
一
覚
を
た
す
け
て
、
嶺
賦
澱
顧
を
畢
げ
た
も
の

と
田
心
は
れ
る
。
律
～
久
年
閤
凹
、
・
文
僻
覚
は
一
三
山
寺
の
外
　
に
東
寺
の
修
理

に
も
携
っ
た
こ
と
が
あ
っ
た
が
、
そ
の
際
、
上
墨
膓
行
慈
と
專
學
虜

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
く
ま

性
我
と
が
～
修
理
入
と
し
て
嶽
熱
除
の
事
に
當
つ
た
ご
と
は
、
汐
蟹
金

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
亨
’
‘

剛
無
古
一
記
（
大
阪
門
府
庚
蹟
名
隙
讐
八
畑
町
ム
心
物
調
∵
否
一
報
告
港
尉
第
六
醗
胃
）

所
牧
の
被
総
東
寺
蕪
…
堂
佛
鴫
呉
…
欝
一
聡
の
興
然
の
三
二
勲
悶
に
明
か
で

策
諜
十
蕊
巻
　
篤
二
號

九
．
㍑
…

（03）



紳
審
尋
丈
欝
に
就
い
て
ハ
磁
井
）

あ
る
。
或
は
叉
、
建
久
六
年
、
鳥
無
難
嗣
光
明
院
の
籔
藩
門
に
納
め
ら
れ

で
居
海
大
師
霞
筆
の
八
幡
大
叢
悶
臨
御
　
影
を
、
、
事
解
水
八
幡
宮
よ
ゆ

講
ぴ
取
ら
う
と
し
た
纂
件
が
あ
っ
允
が
、
丈
短
は
書
歌
を
三
善
康

構
…
に
呈
し
て
、
こ
の
御
影
は
そ
の
・
蝋
腺
よ
り
し
て
奮
然
二
百
寺
に

醸
す
べ
き
こ
と
を
主
張
し
元
。
こ
の
書
朕
の
案
丈
は
、
早
く
國
賓

に
指
定
さ
れ
、
激
越
な
丈
需
胆
よ
り
し
て
丈
㎜
覚
の
上
納
単
と
考
へ
ら
れ

て
居
允
が
、
筆
蹟
を
配
す
る
に
、
上
　
覚
の
筆
な
る
こ
と
は
疑
ひ
が
な

い
。
こ
れ
等
の
こ
と
を
以
て
し
て
も
、
上
…
覚
が
常
に
文
髭
の
後
に

あ
っ
て
、
丈
畳
活
動
を
た
す
け
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
で
あ
ら
う
。

　
ふ
又
蜀
は
、
激
…
｛
女
三
年
伊
一
豆
へ
、
、
｝
止
瓢
摘
｝
兀
年
佐
渡
へ
、
一
兀
久
二
雇
†

封
馬
へ
と
、
三
度
の
配
流
に
爵
樋
せ
ら
れ
た
が
、
上
㎜
覚
が
桐
樵
れ
の
既
炭
に

も
文
畳
に
随
逐
し
て
共
に
辛
酸
を
嘗
め
充
こ
と
は
、
上
畳
懲
ら
そ

の
書
斎
於
て
蓮
べ
て
馨
と
毫
で
あ
る
纏
、
ゴ
姻
。
併
レ
兀

久
二
年
と
云
へ
ば
、
上
帽
覚
も
甑
で
に
五
十
丸
戸
袋
の
老
齢
…
で
あ
り
、

且
つ
そ
の
口
早
後
、
上
畳
自
身
も
日
向
國
に
配
流
ざ
れ
疫
こ
と
が
あ

る
の
で
難
、
鴛
配
流
に
ま
で
肇
し
た
か
ど
う
か
綾
は
し

い
。　

文
畳
と
上
畳
と
の
闘
係
醸
、
大
盤
上
皇
の
如
く
で
あ
る
。
上
発

第
二
欝
欝
谷
　
第
…
號

懸
樋

は
、
、
丈
麟
湘
の
㎞
輿
髄
鞘
の
後
購
…
碧
…
で
あ
り
、
叉
よ
嚢
協
力
齋
…
で
あ
っ
充
。

次
い
で
上
鷹
と
明
悪
と
の
聞
係
を
蒲
輩
に
述
べ
て
見
る
、

　
前
廊
の
様
に
、
上
期
は
明
恵
の
伯
叔
に
隠
る
。
か
＼
る
圃
係
か

ら
、
明
恵
は
、
先
づ
伯
叔
上
畳
の
罎
…
に
入
つ
だ
の
で
あ
る
。
治
承

四
年
、
八
歳
に
し
て
一
時
に
父
母
を
失
っ
た
明
応
は
、
翌
養
和
元

年
、
九
歳
に
し
て
故
郷
を
出
て
一
点
尾
由
［
に
上
り
、
伯
身
上
…
覚
の
室
に

入
っ
て
倶
舎
螺
を
受
け
、
旬
日
を
経
す
し
て
一
部
を
曙
諦
し
、
早

く
も
そ
の
頴
騰
…
し
た
才
輻
罷
の
ひ
ら
め
き
を
示
し
旋
。
文
治
四
年
、

十
六
鵡
威
に
し
て
上
㎜
覚
に
随
っ
て
臨
蒙
L
、
窟
小
大
上
呼
濫
訴
凱
院
に
於
、
て

呉
足
戒
を
受
け
て
居
る
．
．
次
い
で
建
久
元
年
、
十
八
歳
に
し
て
上

m覚

ﾉ
随
っ
て
十
八
道
を
傳
増
し
、
下
っ
て
建
仁
元
年
、
二
十
九
歳

に
し
て
上
畳
よ
り
傳
法
灌
頂
を
受
け
た
。

　
以
上
の
如
き
書
壇
聞
の
關
…
係
は
、
主
と
し
て
明
恵
上
人
の
傳
記

か
ら
拾
ひ
掲
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
こ
れ
に
よ
っ
て
、
明
恵

の
若
年
の
尊
墨
が
、
上
㎝
覚
に
多
く
を
負
、
ふ
た
と
と
が
．
知
ら
れ
る
で

あ
穿
。
元
久
翼
長
早
春
の
塑
患
の
書
叢
噌
は
、
宛
名

を
鮎
献
い
て
一
居
、
る
が
、
師
上
厩
に
宛
て
ゆ
κ
・
も
の
で
あ
る
こ
と
は
疑
ぴ

が
な
い
。
そ
の
丈
蛍
口
は
、
師
」
を
覗
臓
ふ
切
だ
の
情
に
始
め
、
歳
月
徒

（　O．　・1　）



ら
に
渦
…
ぎ
て
修
　
墨
・
の
果
の
得
難
き
を
憂
ふ
る
悶
々
の
幡
…
を
訴
へ
、

訳
業
の
聖
跡
…
を
鎌
ひ
捨
身
の
．
願
を
述
べ
る
に
至
っ
て
、
極
め
て
高

い
調
子
に
達
し
て
居
る
。
　
ご
習
一
句
人
を
打
つ
こ
の
書
歌
を
逓
じ

て
、
㎜
望
患
も
亦
執
捌
鷺
の
入
で
あ
っ
た
こ
と
、
・
及
び
そ
の
執
銭
椚
を
傾

倒
し
て
師
上
発
を
慕
っ
て
居
允
こ
と
を
知
る
こ
と
が
掛
來
る
。
さ

れ
ば
こ
そ
、
上
帝
は
叉
、
腰
汝
明
恵
の
夢
に
も
あ
ら
は
れ
た
の
で

あ
っ
た
。
後
年
明
恵
が
、
鎌
倉
初
期
の
蕉
佛
…
三
界
に
於
て
重
き
を

な
し
た
の
も
、
明
恵
寓
身
の
敏
畢
に
封
ず
る
日
一
管
の
熟
情
…
に
よ
る

と
は
云
ぴ
な
が
ら
、
又
上
町
が
、
砦
年
の
明
恵
に
輿
へ
允
よ
砦
指

導
を
考
慮
の
外
に
置
く
こ
と
は
出
窓
な
い
で
あ
ら
う
。
嘉
礁
W
二
年

十
月
、
上
畳
の
入
滅
に
當
っ
て
、
明
鑑
鳳
、
上
蜀
の
棺
に
種
子
貫

言
を
堂
凹
き
、
紳
蹄
に
封
ず
る
最
後
の
給
…
仕
を
し
π
の
で
あ
っ
允
。

　
以
上
に
よ
っ
て
、
鎌
倉
初
期
の
紳
護
寺
に
於
け
る
上
灘
虜
行
慈

の
位
置
の
大
罷
を
説
明
し
得
た
か
と
忽
ふ
。
以
下
、
現
存
の
行
慈

早
歌
よ
り
知
ら
れ
る
と
こ
ろ
を
要
約
し
、
行
騰
の
紹
介
を
終
わ
度

・
い
と
思
ふ
。

　
爽
慮
三
年
夏
の
比
、
上
…
覚
は
紀
伊
國
捧
田
鰻
に
下
げ
、
拝
団
庄

・
の
経
麟
及
び
榊
讃
評
の
轡
ハ
塔
造
立
に
就
い
て
欝
籍
し
て
漏
る
。
鴬

紳
謹
毒
丈
欝
に
就
い
て
ハ
田
井
▽

時
已
で
に
中
風
に
〔
優
さ
れ
て
居
た
が
、
黒
黒
｛
聖
の
横
…
に
一
軒
々
々

僧
っ
て
歩
る
い
て
、
漸
く
材
木
の
曳
夫
を
調
へ
允
こ
と
も
あ
っ
た

慾
、
。
・
の
訴
も
墾
大
師
宮
仕
の
高
め
に
は
身
婁
捨
て
悔

ぴ
な
い
上
畳
の
両
民
を
傳
へ
る
も
の
で
あ
ら
う
。

　
或
は
叉
、
三
七
仁
和
寺
．
に
亡
霊
な
る
も
の
が
あ
り
、
奪
卑
分
脈

に
よ
れ
ば
持
明
阯
翫
暴
｛
示
の
子
に
盛
る
が
、
北
・
臼
下
院
の
御
　
蹄
依
を

受
け
て
紳
護
寺
の
別
當
に
な
っ
た
。
他
寺
の
侮
…
を
以
て
榊
護
寺
の

別
當
と
す
る
ζ
と
は
、
丈
　
覚
の
…
四
十
五
箇
一
條
起
必
聴
の
趣
轟
思
に
反

す
る
の
で
、
寺
僑
旧
と
別
常
と
の
間
に
子
日
が
生
じ
、
上
畳
が
学
田
に

下
向
し
て
居
る
間
に
途
ひ
に
表
面
化
す
る
に
至
っ
た
が
、
上
難
ほ

帯
心
に
文
畳
の
一
映
㎝
和
舎
の
意
を
貸
し
て
事
・
に
去
り
、
よ
く
早
牛
を

些
し
曇
る
陳
謹
八
。

　
嘉
轍
元
年
九
均
四
日
、
文
畳
の
配
流
以
後
…
時
中
絶
し
疫
瀞
護

寺
の
復
興
も
趣
ひ
に
完
域
を
見
允
の
で
、
明
恵
を
導
師
　
と
し
て
、

納
涼
坊
に
於
鞍
置
が
修
せ
ら
れ
蟻
翠
諜
二
年
｝
二
月
二

十
七
欝
、
北
白
河
温
隔
の
勅
願
と
し
て
、
瀞
一
護
寺
供
曲
査
が
と
り
行
は

れ
涜
放
麟
。
こ
の
時
北
野
河
院
が
佛
晶
鋤
に
敬
自
　
さ
れ
允
願
丈
の
草

　
　
曹
　
　
幣

稿
は
、
最
近
紳
護
衛
に
於
て
獲
見
さ
れ
、
発
文
は
美
術
研
究
第
四

第
諜
幸
灘
魯
　
第
…
離

婁
・乏i，

〈 o」r



稗
謹
脚
寺
丈
婁
【
に
就
い
て
（
国
井
）

第
二
十
五
巻
第
一
號

九
六

一
奮
ざ
卿
篤
教
麟
．
．
島
瞬
叢
丈

．
藷
嵩
轟
轟
穿
寵
冤
庸
灘
墨

ギ
彰
翫
砥
毒
の
歯
軋
教
を
塗
鍵
裂
姦
智

華
拓
護
、
ヌ
憐
．
霊
夢
蘇

か
う
、
饗
二
一
鯵
ド
釜
福
國

・
・
の
幻
惑
徳
庵
・
む
移
御
重
・
濃
く
醤
依

’
ん
ズ
の
楽
舞
儀
を
事
書
麓
　

蓄
禾
端
肇
乏
．
陸
墨
簸

r、

ﾗ
　
葎
’
湊
蕎
誉
ヂ
を
葎
．

難
拓
端
海

十
電
號
に
紳
護
寺
諸
堂
記
と
し
て
紹
介
さ
れ
セ
居
る
。
上
畳
の
持

病
の
中
風
は
、
　
一
時
快
・
万
に
赴
い
・
だ
様
で
、
幸
ぴ
に
ご
れ
等
の
成
皿

儀
を
見
る
こ
と
が
出
來
た
と
思
は
れ
る
が
、
嘉
穂
二
年
秋
、
病
は

再
董
っ
て
騰
、
途
ぴ
に
護
二
年
＋
旱
吉
、
八
＋
歳
の

高
齢
を
以
て
入
滅
し
た
。

　
因
み
に
吾
妻
鏡
に
は
、
丈
治
二
年
七
月
十
一
日
の
條
に
、
行
慈

法
橋
を
し
て
故
前
備
前
守
行
家
の
遂
事
を
行
は
し
め
る
こ
と
を
始

と
し
て
、
行
慈
に
關
す
る
記
述
が
散
見
す
る
が
、
こ
れ
が
上
畳
房
行

慈
に
回
る
か
否
か
は
俄
に
決
し
難
い
。
上
畳
が
少
く
と
も
政
子
と

．
面
識
が
あ
り
、
且
つ
政
子
書
溢
蚊
瞥
が
上
畳
に
宛
て
ら
れ
た
と
推

定
さ
れ
る
黙
か
ら
、
或
は
叉
監
護
寺
に
佳
し
た
恵
眼
房
が
勝
長
壽

院
の
凶
夢
に
訂
せ
ら
れ
た
鐵
か
ら
、
同
人
詮
に
も
相
當
の
根
櫨
が

あ
る
こ
と
を
思
は
し
め
る
が
、
吾
妻
鏡
の
行
慈
は
房
號
が
大
回
房

　
で
あ
り
、
且
つ
法
橋
・
法
眼
に
翻
せ
ら
れ
て
る
る
黙
よ
り
し
て
、

同
入
綾
を
承
認
す
る
こ
と
も
困
難
と
思
は
れ
る
。
附
記
し
て
後
老

を
待
ち
度
い
と
思
ふ
。

五

｝（　9．6）
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紳
曲
下
寺
・
文
書
に
就
い
て
（
国
井
）

　
行
慈
及
び
宗
全
等
の
置
歌
に
臨
い
て
、
　
一
八
五
號
ま
で
は
、
大

腿
鎌
倉
時
代
の
叢
書
で
あ
る
。
寺
領
關
係
の
も
の
が
多
い
が
、
中

に
は
、
寛
喜
二
年
目
作
成
さ
れ
た
紳
護
寺
及
び
高
山
寺
の
繍
圖
に

關
す
る
と
目
せ
ら
れ
る
も
の
姦
通
あ
り
肇
雇
9
或
は
又
後

宇
多
天
皇
の
延
慶
二
年
の
曼
茶
羅
の
御
修
復
に
關
す
る
も
の
も
あ

る
繁
一
。

　
吉
野
朝
時
代
の
も
の
は
、
一
八
六
號
よ
り
二
五
二
號
に
至
る
六

十
七
通
で
、
寺
領
或
ぱ
所
薦
に
關
す
る
も
の
が
多
い
。
當
時
丹
波

路
は
、
京
都
と
西
國
と
の
間
の
重
要
な
交
通
路
に
遷
り
、
從
っ
て

そ
の
近
縁
に
位
置
す
る
紳
評
判
は
、
公
武
爾
方
面
よ
り
注
目
す
る

と
こ
ろ
と
な
っ
た
の
で
あ
ら
う
。
延
元
々
年
五
月
二
十
五
日
の
湊

川
合
職
の
前
後
、
榊
護
寺
に
封
し
て
、
公
武
爾
方
面
よ
り
論
旨
或
は

御
警
が
響
蓮
せ
ら
れ
て
居
る
が
塔
か
勉
、
中
に
、
餐

三
年
六
月
吉
の
足
利
裏
御
教
書
蕪
一
は
、
神
護
寺
衆
徒
に

封
し
て
新
田
義
貞
に
與
脱
す
べ
か
ら
ざ
る
旨
を
傅
へ
、
建
武
三
年

八
月
二
＋
吾
の
足
利
養
鐸
書
蕊
一
は
、
榊
護
業
徒
に
．

樹
し
て
大
畳
岡
宮
性
圓
法
親
王
の
抑
留
を
命
じ
、
共
に
注
意
す
べ

き
も
の
か
と
思
は
れ
る
。
異
色
あ
る
も
の
と
し
て
は
、
足
利
直
義

第
二
十
五
巻
　
第
一
號

九
七
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紳
謹
轟
”
丈
磐
に
就
い
て
ハ
罵
井
）

の
隠
で
若
鋏
守
護
に
任
じ
、
夢
窓
…
國
師
に
師
事
し
て
藤
の
奥
’
義
を

欝
ね
、
そ
の
帯
心
漁
測
に
よ
っ
て
夢
中
闘
　
聡
智
を
毘
塾
し
允
大
轟
一
重
…
成
の

摸
倣
講
二
選
と
し
、
轟
大
叢
印
努
霧
編
す
る
も

の
講
二
、
或
は
三
下
大
業
誌
の
名
の
逼
る
孔
雀
明
王
像

の
造
立
編
す
る
も
の
蟻
註
三
、
馨
が
灘
ら
砦
、

　
二
五
三
號
よ
リ
ニ
六
五
號
ま
で
の
十
三
通
は
、
室
町
時
代
か
ら

職
國
時
代
に
か
け
て
の
も
の
で
、
寺
領
關
係
の
も
の
が
多
い
が
、

取
立
て
玉
云
ふ
嫌
ど
の
も
の
は
な
い
。

　
こ
の
外
に
、
鎌
倉
時
代
を
通
じ
て
の
太
致
官
牒
を
讃
と
め
て
一

書
と
し
、
趨
り
に
附
し
た
。
通
…
数
に
し
て
九
逓
を
…
数
へ
る
。

晶A

　
以
上
に
よ
っ
て
、
今
回
印
醐
に
付
さ
う
と
す
る
榊
護
寺
文
漁
闘
の

大
鱒
一
の
紹
介
を
終
　
る
。
草
翻
當
時
の
・
文
激
凹
記
…
録
は
殆
…
ど
亡
寵
し
総

台
数
二
七
四
通
も
亦
、
素
雪
の
薔
刹
と
し
て
は
決
し
て
敏
の
多
い

方
で
は
な
い
。
逓
凝
し
て
感
ず
る
こ
と
は
、
上
畳
の
書
簸
が
多
…
数

傳
へ
ら
れ
て
居
る
こ
と
で
、
そ
の
勲
は
、
長
短
合
せ
て
三
十
四
通
に

達
し
て
居
る
。
上
毘
ぱ
、
今
で
こ
そ
殆
ど
そ
の
存
在
を
忘
れ
ら
れ
、

勢
二
牽
誠
巻
　
策
一
號

九
八

そ
の
鯨
蝋
…
も
と
か
く
丈
酬
覚
の
行
跡
と
混
ぜ
ら
れ
て
繕
る
が
、
曾
っ

て
は
、
予
冷
と
共
に
警
護
寺
の
徳
統
の
中
に
生
き
て
居
疫
の
で
あ

っ
允
。
触
鎌
倉
初
期
の
紳
銚
吹
寺
に
於
け
る
上
畳
“
の
位
…
直
を
考
へ
れ
ば
、
、

こ
の
こ
と
も
亦
、
決
し
て
偶
画
然
…
で
な
い
こ
と
を
田
心
ふ
の
で
あ
る
。

　
絡
ゆ
に
臨
み
、
影
向
太
・
の
〃
作
鵡
概
並
び
に
交
点
岡
の
印
㎞
嗣
に
翻
｝
し
て
、

終
　
始
多
大
の
便
賞
を
與
へ
ら
れ
た
融
熱
眠
的
証
【
職
谷
内
清
磁
隔
老
師
に

封
し
、
厚
く
感
謝
の
意
を
表
す
る
。
叉
、
丈
壷
尉
の
鵬
欝
用
に
就
き
、

艶讃

ｾ
・
の
校
正
に
就
き
、
多
大
の
御
媛
養
力
を
㎜
賜
つ
疫
中
村
先
生
に
封

し
、
更
ら
に
又
專
ら
年
次
未
詳
の
交
書
の
考
誰
に
當
ら
れ
、
且
つ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
顕

ヒ
の
紹
介
の
∵
文
を
草
す
る
に
際
し
て
、
礎
料
を
指
示
さ
れ
示
唆
　

ω

を
蹴
ハ
へ
ら
れ
允
志
亦
松
俊
秀
氏
、
及
び
酔
蔽
本
の
作
成
に
｛
除
し
て
助
力

を
斑
ハ
へ
ら
れ
た
大
墨
院
墨
生
諸
兄
に
封
し
、
こ
れ
叉
深
く
謝
意
を

表
す
る
。

一附

記瀞
護
寺
丈
書
は
、
七
重
改
装
し
て
大
面
年
代
順
に
配
列
し
た
。

こ
の
笹
蟹
は
、
そ
の
順
序
に
撃
っ
て
居
る
。

添
又
壷
μ
一
號
よ
り
六
號
…
に
至
る
頼
朝
及
び
政
子
の
堂
日
妖
が
、
年
・

代
順
で
な
い
の
は
、
ズ
の
一
巻
の
み
、
都
合
に
よ
り
以
無
爵
に



　
　
修
理
さ
れ
允
爲
で
あ
る
。

　
　
丈
書
七
號
よ
り
八
○
號
ま
で
は
、
石
畳
・
明
恵
・
上
畳
・
宗

　
　
金
の
寒
暑
を
織
と
め
た
。
そ
の
他
の
も
の
で
も
、
以
上
四
二

　
　
に
關
賊
す
る
も
の
は
、
便
宜
夫
六
の
梱
厳
に
挿
入
し
た
。

　
　
文
書
八
○
號
よ
り
以
下
は
、
大
腿
年
代
麟
に
配
列
し
た
が
、

　
　
糠
属
花
押
の
存
す
る
も
の
、
叉
は
霧
子
本
と
し
て
震
い
膿
裁

　
　
を
保
っ
て
居
る
と
恩
は
れ
る
も
の
は
、
棄
り
に
こ
れ
を
改
め

　
　
な
か
っ
た
。

今
回
印
醐
に
付
す
る
文
書
の
外
に
、
榊
護
寺
に
は
猫
若
干
の
丈
書

記
録
が
存
し
て
居
る
。
既
に
刊
行
さ
れ
て
居
る
も
の
が
多
い
の
で

便
宜
左
に
注
記
す
る
に
止
め
て
置
く
。

1り
一34δ

灌
頂
歴
名
（
園
喪
）
、
闘
實
全
集
第
四
十
四
輯
。

二
荒
山
碑
丈
（
國
費
）
、
國
寳
発
集
第
七
十
輯
。

文
　
覚
四
十
五
箇
條
起
請
文
（
國
賓
）
、
大
日
本
佛
教
盃
書
罷
寺

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1

誌
叢
書
第
三
、
績
群
書
類
從
第
廿
七
輯
上
。

丈
覧
上
入
書
歌
案
（
國
費
）
、
嗣
賓
歪
集
第
悶
輯
雛

北
霞
河
院
勅
願
文
案
（
榊
護
寺
諸
堂
記
）
、
癸
術
研
究
第
隅
十

七
號
。

紳
謎
寺
丈
欝
に
就
い
て
ハ
購
弁
）

678

後
宇
多
天
皇
御
三
言
十
ニ
ケ
條
、
績
群
書
類
従
第
四
韓
下
瓶

牧
「
大
畳
寺
門
跡
略
記
」
所
引
，

回
護
寺
略
記
（
露
盤
）
、
大
臼
本
学
教
事
書
H
寺
誌
叢
書
第
三

高
雄
山
紳
護
寺
規
模
殊
勝
之
翼
々
、
葵
術
研
究
第
四
十
七
號

第
八
十
舐
倦
第
～
號

九
九
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